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良
質
米
の
安
定
増
収
を
図
る
た
め
に
は
、
ま
ず
生
育
前
半
の
生
育

量
の
早
期
確
保
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

※
気
温
が
高
く
な
る
と
、
雑
草
の
発
生
も
早

ま
わ
り
ま
す
。
除
草
剤
の
散
布
は
、
登
録
期

間
内
の
早
い
時
期
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
散
布
時
は
5
㎝
以
上
の
湛
水
状
態
と
し
、

散
布
後
5
日
間
は
湛
水
状
態
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

●
10
ａ
当
り
基
準
散
布
量
を
厳
守
し
ま
し
ょ

う
。

　

５
月
中
旬
以
降
に
な
る
と
地
温
が

上
昇
し
、
ワ
ラ
等
の
有
機
物
が
分
解

し
ガ
ス
が
発
生
し
始
め
ま
す
。
天
候

の
よ
い
日
を
選
ん
で
２
～
３
回
軽
い

田
干
し
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

溝
堀
は
中
干
し
に
入
る
前
、
15
条

ご
と
に
１
本
程
度
設
け
て
く
だ
さ

い
。

　

中
干
し
時
期
が
遅
く
、
中
干
し
程

度
が
弱
め
の
場
合
、
弱
勢
分
け
つ
が

淘
汰
さ
れ
ず
米
の
品
質
に
も
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。
中
干
し
は
、
田

植
一
ケ
月
後
ま
で
に
開
始
し
ま
し
ょ

う
。

　

葉
い
も
ち
病
等
の
早
期
発
見
に
努

め
、 

発
見
し
た
ら
直
ち
に
随
時
防
除

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

初
期
茎
数
確
保
に
は
適
切
な
水
管

理
が
必
要
で
す
。

　

田
植
え
直
後
か
ら
４
日
程
度
は
植

え
傷
み
を
防
ぎ
、
湛
水
に
よ
る
保
温

効
果
を
高
め
る
た
め
、
５
㎝
程
度
の

や
や
深
水
と
し
ま
す
。
急
激
な
か
ん

水
は
、
浅
植
え
さ
れ
た
も
の
を
浮
苗

に
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
ゆ
る
や
か

に
か
ん
水
し
、
苗
が
水
没
し
な
い
様

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

活
着
後
の
温
か
い
日
中
は
３
㎝
程

度
の
浅
水
に
し
て
水
温
、
地
温
を
高

め
て
発
根
、
分
げ
つ
な
ど
の
初
期
生

育
の
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

昼
夜
の
水
温
較
差
が
大
き
い
と
分
げ

つ
発
生
が
促
進
さ
れ
る
の
で
、
有
効

茎
の
早
期
確
保
の
た
め
昼
間
止
水
、

朝
夕
か
ん
が
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
低
温
時
の
浅
水
や
落
水
は
地

温
を
下
げ
る
こ
と
と
な
る
た
め
避
け

ま
し
ょ
う
。

①
　
水
　
管
　
理

③
　
防
　
　
　
除

除
　
草
　
剤

②
溝
掘
り
・
中
干
し

いみず野だより　２

営 農 情 報
え い の う じ ょ う ほ う

農業用廃プラスチック、
廃棄農薬、回収のおしらせ

富 山 県 農 業 用 廃 プ ラ ス チ ッ ク 適 正 処 理 推 進 協 議 会

★農業用廃プラスチックは正しく分類し、適正な梱包をして下さい。
★廃棄農薬は正しく分離し、しっかりした箱に詰めて下さい。以上、よろしくお願い
　します。
★回収経費は当日現金で申し受けます。
★回収経費　廃棄農薬 300 円 /㎏（税込）★廃棄プラスチック　　50 円 /㎏（税込）

●収集日以外に無断で搬入した場合
●異物が混入しているもの
●正しく荷造りがされていないもの
●農薬容器に少量でも薬液が残っているもの

このような場合はお持ち帰り願います。

▲午前８時半～12時まで受け付けます。
収集場所では係員の指示に従い、確認を
受けて下さい。
・回収当日、印鑑をご持参下さい。

◆収集日は ６月13日（土）です。

小 杉 カ ン ト リ ー エ レ ベ ー タ ー
下 村 ラ イ ス セ ン タ ー
射 水 カ ン ト リ ー エ レ ベ ー タ ー
新 湊 カ ン ト リ ー エ レ ベ ー タ ー

の各施設で実施します。

◆ 収 集 場 所 は 、

田
植
え
後
の
稲
作
管
理

 
売
れ
る 

「
い
み
ず
野
米
」 

品
質
向
上
に
向
け
て



３　いみず野だより

　
「
あ
し
つ
き
」
と
は
、
清
ら
か

な
庄
川
の
浅
瀬
に
自
生
す
る
寒

天
質
の
藻
の
こ
と
で
、
昭
和
40

年
に
県
指
定
の
天
然
記
念
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
し
つ
き
の
郷

で
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
豊
か

な
環
境
の
中
で
、
水
稲
、
大
麦
、

大
豆
や
枝
豆
、ネ
ギ
、に
ら
、キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
品
目
の

農
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
市
内
で
も
珍
し
い
、

水
耕
栽
培
で
育
て
る
リ
ー
フ
レ

タ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
し
つ
き
の
郷
で
は
、
グ
リ
ー

ン
リ
ー
フ
、
フ
リ
ル
レ
タ
ス
、
レ
ッ

ド
リ
ー
フ
の
３
種
類
を
無
農
薬

で
栽
培
し
て
お
り
、
季
節
を
問

わ
ず
通
年
で
１
日
に
１
５
０
袋

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
同
じ
レ

タ
ス
で
も
色
や
見
た
目
も
違
い

鮮
や
か
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

水
耕
栽
培
と
は
、
ハ
ウ
ス
内

で
土
を
使
わ
ず
、
肥
料
を
混
ぜ

た
水
を
循
環
し
て
栽
培
す
る
方

法
で
す
。
こ
の
栽
培
方
法
に
よ

り
、
土
臭
さ
が
な
く
長
持
ち
す

る
こ
と
や
、
病
害
を
受
け
に
く

い
、
均
等
に
栄
養
が
行
き
届
く

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

季
節
や
気
温
の
変
化
に
よ
る
栽

培
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

消
費
者
の
方
か
ら
「
柔
ら
か
く

て
美
味
し
い
！
」
「
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
し
て
新
鮮
！
」
と
い
う
声
を

い
た
だ
け
た
と
き
が
一
番
や
り

が
い
を
感
じ
る
瞬
間
だ
そ
う
で

す
。

　

代
表
理
事
の
高
橋
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
も
品
質
と
安
全
性
に

こ
だ
わ
っ
た
レ
タ
ス
作
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
！

　

あ
し
つ
き
の
郷
の
リ
ー
フ
レ

タ
ス
は
県
内
の
ス
ー
パ
ー
や
レ
ス

ト
ラ
ン
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「あしつきの郷」は、
万葉歌人　大伴家持が歌に詠んだ、
～雄

お が み が わ

神川　紅
くれない

にほふ　少
お と め

女らし
　　葦

あ し つ き

付取ると　瀬に立たすらし～
　から名付けられました。

農事組合法人  あしつきの郷

お 2人と
も元気で

明るく取
材に応じ

てくださ
いました

グリーンリーフ
葉色が鮮やかな濃
緑でボリューム感
があります

フリルレタス
葉先には細かい
ギザギザとした
フリルがつき、
食感を楽しむこ
とができます

レッドリーフ
赤と緑のコント
ラストが美しく、
サラダの彩りに
最適です

今月の
生産者紹介

農事組合法人
あしつきの郷
【お問い合わせ先】
代表理事：高橋　隆之
住　所：〒 939-0256　富山県射水市広上 1721
ＴＥＬ：0766-52-5073　ＦＡＸ：0766-54-6995
E-mail：ashitsuki@honey.ocn.ne.jp

大浦 麻莉亜

代表理事
高橋 隆之
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黒　
　
　

誠

西　

田　

俊　

之

宮　

林　

正　

男

本　

林　

道　

夫

松　

長　
　
　

充

砂　

田　

義　

明

宮　

越　

忠　

雄

北　

林　

勝　

実

永　

野　

好　

春

和　

田　
　
　

敬

宮　

越　

日
出
夫

小　

倉　
　
　

優

矢　

野　

昌　

彦

二　

口　

正　

吉

野　

村　

兼　

治

老　

野　

信　

幸

豊　

本　

正　

成

滝　

内　

一　

雄

小
泉
第
１

小
泉
第
２

牧　
　

田

布 

目 

沢

円　
　

池

荒

町

松　
　

原

宮 

新 

田

新　
　

田

大 

久 

保

竹　
　

原

梅 

ノ 

木

山 

ノ 

谷

今 

開 

発

本 

開 

発

新 

開 

発

赤　
　

井

鳥　
　

取

南 

高 

木

北 

高 

木

小　
　

林

八　
　

塚

小　
　

島

中　
　

野

若　
　

杉

北　
　

野

西　
　

園

善 

光 

寺

放 

生 

津

法 

土 

寺

中　
　

部

四
日
曽
根

西　
　

部
新
湊
支
店

大
島
支
店

南
郷
支
店

令
和
２
年

　

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
産
組
合
長
名
簿



５　いみず野だより

佐　

伯　

一　

郎

岸　
　
　

敏　

博

和　

田　

敏　

雄

浦　

上　

慶　

司

帯　

刀　

健　

治

森　

本　

雅　

弘

澤　

村　

哲　

男

宮　

島　

茂　

俊

川　

東　

茂　

幸

竹　

脇　
　
　

進

梅　

川　

龍　

男

吉　

田　
　
　

力

宮　

谷　

博　

之

前　

川　

賢　

一

高　

島　

辰　

夫

竹　

橋　
　
　

茂

関　
　
　
　
　

晃

渡　

邊　

乾　

吉

高　

木　

正　

男

土　

田　
　
　

彰

南　
　
　

理　

市

堀　
　
　

清　

範

菊　
　
　

健　

三

竹　

沢　

伸　

一

川　

野　
　
　

修

板　

倉　

幹　

夫

河　

上　
　
　

繁

脇　

山　

宗　

義

林　
　
　
　
　

孝

竹　

内　

好　

浩

高　

木　

真　

和

関　

原　

博　

光

北　

川　

浩　

二

山　

上　
　
　

朗

堀　
　
　

久　

廣

島　

倉　

広　

次

中　

川　

清　

明

森　
　
　

博　

保

島　

倉　

孝　

信

水　

口　

美
喜
男

刑　

部　

邦　

広

石　

川　

義　

昭

岩　

木　
　
　

太

表　
　
　

岳　

宏

島　

田　

雅　

康

近　

藤　

正　

則

山　

口　

正　

幸

真　

野　

善　

昭

森　
　
　

重　

宗

島　

倉　

和　

彦

関　

井　

克　

治

杉　

浦　

朋　

善

片　

口　

和　

美

中　

野　

か
ず
み

舘　
　
　

正　

夫

上　

田　

重　

伸

森　

山　

浩　

司

寺　

島　
　
　

修

小　

西　

秀　

幸

関　

原　

孝　

成

田　

中　

美　

憲

谷　
　
　

宣　

之

宮　

垣　

敏　

秀

宮　

垣　

善　

穂

石　

黒　

隆　

之

赤　

井　

弘　

人

赤　

江　

寿
美
雄

山　

田　

章　

男

川　

井　

久　

子

寺 
塚 
原

沖 

塚 
原

朴 　

 

木

松 　

 

木

川 　

 

口

宮 　

 

袋

坂  　

東

作  　

道

野　
　

村

殿　
　

村

津 

幡 

江

今　
　

井
沖

鏡　
　

宮

高

嶋

布　
　

目

高　
　

木

久 

々 

湊

片　
　

口

高　
　

場

古 

高 

場

久 

々 

江

古
明
神
１

新 

明 

神

東　
　

町

中　
　

町

西　
　

町

射 

水 

町

１
区（
加
茂
中
部
）

２
区（
加
茂
中
部
）

３
区（
加
茂
中
部
）

４
区（
加
茂
中
部
）

５
区（
加
茂
中
部
）

６
区（
加
茂
中
部
）

７
区（
加
茂
東
部
）

８
区（
加
茂
東
部
）

９
区（
三　
　

箇
）

10
区（
三　
　

箇
）

11
区（
山　
　

屋
）

12
区（
白　
　

石
）

13
区（
白　
　

石
）

14
区（
白　
　

石
）

15
区（
白　
　

石
）

16
区（
白　
　

石
）

17
区（
摺 
出 
寺
）

18
区（
摺 
出 
寺
）

19
区（
八　
　

講
）

20
区（
小　
　

杉
）

練　
　

合

七　
　

軒

東　
　

町

中　
　

町

西　
　

町

浜　
　

開

中　
　

野

八　
　

島

穴　
　

場

野　
　

寺

柳 

瀬 

新

柳 　

 

瀬

二
十
六
町

本
江
西
部

本
江
東
部

本
江
中
部

足　
　

洗

針
山
北
部

針
山
南
部

道　
　

番

中　
　

新

新
湊
南
支
店

片
口
支
店

堀
岡
支
店

東
部
支
店

日
時　

令
和
2
年
５
月
23
日（
土
）

時
間　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

い
み
ず
野
農
協 

本
店 

３
階
大
ホ
ー
ル

第
20
回 

通
常
総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ

■この共済は、６年目以降、 毎年予定利率を見直す予定利率変動型の年金共済です。
■女性 60 歳加入払込終了年齢 65 歳年金受取開始年齢 70 歳当初５年間予定利率 0.5%６年目以降適用する最低保証予定利率 0.75％年
　払共済掛金 100 万円令和２年４月時点算出。
■年金受取期間が５年の場合、税制適格特約は付加することはできません。あらかじめご了承ください。
■あくまでも試算であり、 将来の年金のお受け取りをお約束するものではありません。
■この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたって、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご確認下さい。また、ご契約の際には、
　「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
■詳しくはお近くの J A いみず野の各支店（または担当者）にお問い合わせ下さい。　　　　　　　　　　【登録番号：20184000089】

※万円未満切捨てで表示。



正組合員数　　　　　　　　　　　5,337人
准組合員数　　　　　　　　　　　8,523人
みなさまの貯金高　　　　1,337億78百万円
みなさまへの貸出金　　　282億54百万円
長期共済保有高　　　　　       2,859億57百万円
購買品供給高　　　　　　　　3億61百万円
販売品販売高　　　　　　　　　　29百万円

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和２年3月末日）

いみず野だより　６

役
員
会
だ
よ
り

◆
あ
い
さ
つ
◆

一
、
総
務
・
金
融
共
済
合
同
委
員
会
報
告

二
、
監
事
監
査
報
告　

令
和
元
年
度
下
期
【
決
算
】
監
事
監
査
報
告

三
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
基
本
方
針
の
検
証
結
果

四
、
会
計
監
査
人
「
み
の
り
監
査
法
人
」
の
選
任
（
再
任
）
に
つ
い
て

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
元
年
度
決
算
書
類
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
行
政
庁
提
出
業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
第
20
回
通
常
総
代
会
付
議
議
案
追
加
の
件

第
四
号
議
案
　
第
20
回
通
常
総
代
会
参
考
書
類
（
案
）
承
認
の
件

第
五
号
議
案
　
議
決
権
行
使
書
面
の
記
載
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項（
案
）承
認
の
件

第
六
号
議
案
　
会
計
監
査
人
の
報
酬
等
に
関
す
る
件
に
つ
い
て

第
七
号
議
案
　
令
和
元
年
度
末　

貸
出
金
等
資
産
査
定
結
果
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　

重
要
性
の
あ
る
不
良
債
権
の
処
理
方
針
（
案
）

第
八
号
議
案
　
大
口
貸
出
金
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

第
九
号
議
案
　
融
資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
３
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
整
備
・
運
用
状
況
確
認
結
果
に
つ
い
て

三
、
令
和
元
年
度
下
期
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

四
、
大
口
貸
出
金
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

五
、一
般
社
団
法
人 

い
み
ず
野
農
協
会
館 

決
算
報
告
・
事
業
計
画
（
案
）

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

一
、
令
和
元
年
度
末
（
決
算
）
監
事
監
査
報
告
書
（
案
）
に
つ
い
て

二
、
令
和
元
年
度
末（
決
算
）富
山
県
知
事
宛
て
監
事
監
査
実
施
報
告
書（
案
）に
つ
い
て

三
、
令
和
元
年
度
末　

監
事
の
監
査
報
告
書
（
案
）
に
つ
い
て

四
、
令
和
２
年
度　

会
計
監
査
人
選
任
（
再
任
）
に
つ
い
て

五
、
会
計
監
査
人
の
監
査
報
酬
に
対
す
る
同
意
の
諾
否
に
つ
い
て

六
、「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
」
の
検
証
結
果
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

－

第
11
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

令
和
２
年
４
月
27
日
㈪

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

－

第
10
回
監
事
会

－
日
時　

令
和
２
年
４
月
24
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

　

４
月
18
日（
土
）、
農
産
物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
太
閤

山
店
、新
湊
店
に
て「
筍
フ
ェ
ア
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
フ
ェ

ア
で
は
、
朝
採
り
の
新
鮮
な
黒
河
地
区
特
産
の
筍
が
陳
列
棚

い
っ
ぱ
い
に
並
び
、
よ
り
美
味
し
い
筍
を
選
ぼ
う
と
た
く
さ
ん

の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
美
味
し
い
筍
を
見
分
け
る
に
は
、

穂
先
の
色
が
黄
色
の
も
の
で
、
形
は

ず
ん
ぐ
り
し
て
い
て
ず
っ
し
り
重
み
が

あ
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。ま
た
、皮
の
部
分
は
ツ
ヤ
が
あ
っ

て
み
ず
み
ず
し
い
も
の
は
、
よ
り
新
鮮
で
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
は
、
季
節
を
感
じ

ら
れ
る
旬
の
野
菜
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
生
産
者
が
見

え
る
安
心
安
全
な
地
元
野
菜
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

菜
っ
ち
ゃ
ん

筍
フ
ェ
ア
開
催
！

■
お
問
い
合
わ
せ

・
農
産
物
直
売
所「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」太
閤
山
店　
☎
５
６

－

１
８
５
２

・
農
産
物
直
売
所「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」新　
湊　
店　
☎
８
４

－

８
８
１
８

▲
４
月
10
日
㈮

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
黒
河
野
菜
集
荷
場
に
て

筍
の
初
競
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
マ
ス
ク

の
不
足
が
続
く
な
か
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
女

性
部
の
み
な
さ
ん
よ
り
、
各
支
店
へ
手
作

り
マ
ス
ク
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
し
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



●
令
和
二
年
度 

女
性
部
長
挨
拶

　

青
葉
が
芽
吹
き
、
さ
わ
や
か
な
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
に
対
し
、温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
雪
も
少
な
く
冬
と
は
思

え
な
い
日
々
、異
常
気
象
、田
植
え
時
の

水
不
足
、夏
の
高
温
、秋
に
は
台
風
、豪

雨
、
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
る
と
不
安
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
拡
大
現
状
に
鑑
み
健

康
面
、
安
全
面
を
考
慮
し
女
性
部
活
動

を
自
粛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
笑
顔
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
笑
顔
を

与
え
た
分
だ
け
返
っ
て
く
る
」

今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
地
域
に
根
ざ
し

た
女
性
部
な
ら
で
は
の
活
動
と
し
て
諸

外
国
に
頼
ら
ず
安
全
、安
心
、地
産
地
消
、

自
給
率
の
向
上
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
元
の
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
へ
の
関

女性部だより

７　いみず野だより

心
を
高
め
、
食
農
教
育
を
通
じ
て
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
農
業
、
農
村

の
果
た
す
役
割
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
高
齢
者

支
援
活
動
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
女
性
部
活
動
に
対
し
て
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

共
に
Ｊ
Ａ
、
各
関
係
団
体
の
ご
支
援
と

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
女
性
部
総
会

　

３
月
20
日（
金
）本
店
第
２
事
務
所
に

て
、
第
17
回
い
み
ず
野
農
協
女
性
部
通

常
総
会
が
稲
田
営
農
部
長
を
来
賓
に
招

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
全
国
的
な
感
染
拡
大

を
受
け
、参
加
者
の
健
康
面
、安
全
面
を

考
慮
し
て
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

犀
藤
女
性
部
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

議
事
で
は
令
和
元
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
報
告
・
令
和
２
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て
の
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
と
共
に
食

と
農
を
基
軸
と
し
、
安
心
・
安
全
な
食

を
守
り
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を
目
指

し
て
活
動
を
す
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
新
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、

澤
橋
副
部
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

【
新
役
員
紹
介
】

部　

長　

犀
藤　

秋
美
（
本
部
）

副
部
長　

前
川
美
智
子
（
片
口
支
部
）

　
　
　
　

澤
橋　

悦
子
（
二
口
支
部
）

会　

計　

江
尻
美
恵
子
（
水
戸
田
支
部
）

書　

記　

須
藤　

雅
美
（
小
杉
・
大
江
支
部
）

広　

報　

佐
渡
恵
美
子
（
黒
河
支
部
）

委　

員　

森　
　

裕
子
（
小
杉
・
戸
破
支
部
）

（　

）、
カ
ッ
ト
わ
か
め（　

）
を
使
い
、

豆
腐
・
ネ
ギ
を
入
れ
ま
す
。

　

次
に
か
き
揚
げ
を
作
り
ま
す
。
こ
め

油（　

）を
使
い
、
人
参
・
玉
ね
ぎ
・
海

老
を
あ
げ
ら
く
天（　

）を
使
っ
て
揚
げ

ま
し
ょ
う
。
つ
け
汁
に
は
京
風
だ
し
の

素（　

）が
お
す
す
め
で
す
。
そ
し
て
デ

ザ
ー
ト
に
は
新
登
場
の
柚
子
ゼ
リ
ー
の
素

（　

）で
す
。
甘
酸
っ
ぱ
く
爽
や
か
な
味

に
仕
上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
麦
と
ろ
麺（　

）に
、
ら
っ
き
ょ

う
酢（　

）を
か
け
、
野
菜・ツ
ナ・ゆ
で
卵・

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
混
ぜ
る
と
、
サ
ラ
ダ
麺
に

も
な
り
ま
す
。
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
、
今

か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

家
食
が
多
く
な
っ
た
今
こ
そ
、

上
手
に
エ
ー
コ
ー
プ
商
品
を

活
用
し
て
、
家
族
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

（
黒
河
支
部
）

　
　
　
　

林　
　

忠
子
（
小
杉
・
三
ケ
支
部
）

　
　
　
　

田
形　

一
美
（
南
郷
支
部
）

顧　

問　

河
岸　

芳
美
（
本
部
）

●
エ
ー
コ
ー
プ
商
品
を
使
っ
て

　

毎
年
４
月
に
恒
例
行
事
の
お
祭
り
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
女

性
部
の
総
会
（
３
月
）も
短
縮
し
、人
数

も
各
支
部
３
名
の
動
員
、
３
密
（
密
閉
、

密
集
、密
接
）
を
避
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
黒
河
支
部
の
総
会
も
役

員
変
動
が
な
く
見
送
り
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
寄
稿
で
は
、
予
定
し
て
い
た

班
長
研
修
会
も
中
止
と
な
り
、
題
材
に

悩
ん
だ
末
、
エ
ー
コ
ー
プ
商
品
を
使
っ
た

献
立
に
し
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
る
中
、
手
軽
で
美
味
し
く
で
き
る

の
で
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
令
和
２
年
度
春
夏
用
共
同

購
入
運
動
の
チ
ラ
シ
か
ら
ご
紹
介
し
ま

す
。ご
は
ん
は
、炊
飯
器
で
赤
飯
お
こ
わ

（　

）、
と
て
も
簡
単
で
お
弁
当
に
も

良
い
で
す
。
味
噌
汁
は
だ
し
パ
ッ
ク
１
袋

新女性部長

犀藤　秋美
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免許の確認
農耕トラクターに農作業機を装着した状態での寸法が ※長さ 4.7m、幅 1.7m、高さ 2.0m
（安全キャブ・フレームは 2.8m以下）を超える場合、大型特殊自動車免許が必要となります。

大型特殊免許を！免許取得費用の一部を援助します

対　象　者：ＪＡいみず野の組合員（家族含む）または営農組織の構成員で当ＪＡが指定する自動車学校
または富山県農林水産公社 農業機械研修センターに於いて大型特殊免許（農耕車に限るを
含む）を取得された方

助成金額：ＪＡ指定自動車学校の免許取得費の1/2とし上限を30,000円とする。但し農業機械研修
センターに於いて大型特殊免許（農耕車に限る）は、5,000円とする。

　　　　　※１ 営農組織は、１組織に３名まで助成する
　　　　　※２ 「地域・農業活性化促進助成」が助成総額に達した場合は、受付順をもって助成対象とする
　　　　　※３ ＪＡ所定の入校申込用紙で自動車学校へ申込みされますと、さらに教習料の割引があります
　　　　　　　 （各農機センターに所定の申込書あり）

詳しいお問い合わせはJAいみず野各農機センターへ

作業中の事故は！ＪＡの自動車共済で！！
大型トラクター・コンバイン・田植機の対人賠償保障、対物賠償保障は

ＪＡ自動車共済で万一に備えましょう

詳しいお問合わせは各支店へ

トラクターの公道走行に関する重要なお知らせ
作業機を装着しての

� 公道走行には大特免許が！！

※無免許運転した場合※ 運転免許の取り消し（交通違反点数 25 点）

小型特殊・普通免許で運転可能 大型特殊免許が必要
幅1.7m以下 幅1.7m超え

ハロー（１本もの）作業機装着後

いみず野だより　８


